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向ヶ岡弥生町の名称由来となった「向岡記」碑 

東京大学 130 周年記念事業「知のプロムナード」学内整備に伴い、向ヶ岡弥生町の町名由来で明治

大正に名碑として知られていた「向岡記」碑を保存修復し 2008 年 8 月 8 日、情報基盤センター内に

設置しました。保存修復と設置作業は、日本石造文化学会、武蔵野文化財修復研究所、府中工房、加

藤建設、小林石材工業、セキオカヒロユキデザイン、株式会社マルモと大学で協議して進めました。

碑の研究と保存運動を始めた 2005 年、碑は工学部 10 号館と液体窒素タンクの間、伐採樹木の仮置場

にありました。幸い周りの樹木が雨を防いだため風化の進行は抑えられ、液体窒素タンクから液体窒

素補充の度に排気される窒素ガスによって汚れは吹き飛ばされ碑文側は比較的きれいでした。しかし、

樹木の投げ込みによる破損が生じ、表面は風化し排気ガスで黒く煤け、石材の層に隙間と割れが生じ

ていました。碑の設置は、小林石材工業 小林善幸さんの助言から碑を固定していたコンクリートを

除去し設置台に立てかけただけですが 2011 年 3 月 11 日の東日本大震災ではびくともしませんでした。

保存処理しなければ碑は崩壊していたかもしれません。碑の石材は常陸太田市真弓山で産出する寒水

石で德川齊昭は藩主就任後、水戸偕楽園の吐玉泉、弘道館記に用いており「向岡記」碑も藩主就任後

建立されたと考えられます。碑文ははっきり見えませんが齊昭筆の題額 3 字・638 字は全て残ってい

ます。題額の「向岡記」は飛白体
ひはくたい

と呼ばれる一筆書きの書体です。碑文は万葉仮名で記され、部屋住

み時代（藩主就任直前）の齋昭が文政 11（1828）年 3 月 10 日に詠んだ歌、德川家康から齊昭に至る

江戸の繁栄、向ヶ岡の故事と景観が記されています。「向岡記」（徳川ミュージアム蔵）に碑の建立さ

れた桜が咲く駒込邸の庭園、忍ヶ岡（上野の岡）、不忍池の景観、齊昭筆による「向岡記」が記され

ています。碑は明治時代以降、向ヶ岡弥生町に邸宅を構えた芸州の浅野家によって管理されました。

德川慶喜家に德川慶喜が浅野長勲に作成を依頼、碑文を記した「烈公向ヶ岡碑文写」が伝わっていま

す。この史料から幕末、父齊昭の死に立ち会えなかった慶喜の思いと、水戸德川家、浅野家によって

碑が大切にされていたことを知ることができます。昭和になり浅野家は移転、敷地は東京大学となり

浅野地区と呼ばれるようになります。碑は大学の管理となり研究棟建設の度に移動しました。司馬遼

太郎著『本郷界隈街道をゆく 37』に碑の記述、文京区の解説板に碑の解説があります。しかし、司馬

が碑を見た記述は無く設置場所は不明で、碑は保存修復されるまで事実上行方不明になっていました。 
碑の研究は共同研究者の塩原都さん、飯村博さんと継続中で、この地の歴史を知っていただくため

の史跡見学会と「向岡記」碑の文京区指定文化財へ向けた運動を進めています。 

 
「向岡記」（徳川ミュージアム蔵）に描かれた向ヶ岡・忍ヶ岡・不忍池の景観と駒込邸表御殿碑の設置場所 

「向岡記」（徳川ミュージアム蔵）、「向稜彌生町舊水戸邸繪図面」より作成 （原祐一 2010 掲載図を修正） 
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夜 余 秘 能 十 日 （ や よ ひ の と を か 弥 生 の 十 日 ） 
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「 向 岡 記 」 碑 の 読 み 飯 村 博 ・ 塩 原 都 校 正 ・ 解 読 
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旧設置場所 2007 年 3 月 9 日      碑の設置（2008 年 8 月 8 日）          碑の設置場所 

 
参考文献 

原祐一 2008『「向岡記」碑保存修復報告書 「向岡記」碑の研究 ―「向岡記」碑の保存修復 徳川斉昭と水戸

藩中屋敷（駒込邸）― 日本石造文化学会、武蔵野文化財修復研究所、府中工房、加藤建設、小林石材工業、

セキオカヒロユキデザイン、株式会社マルモ』 
原祐一 2010「水戸藩駒込邸の研究 藩邸内外の景観と造園の検討」東京大学史料の保存に関する委員会編集、

東京大学史史料室発行『東京大学史紀要』第 28 号 pp.41-63 
松戸市戸定歴史館 2011「烈公向ヶ岡碑文写」『德川昭武の屋敷 慶喜の住まい』p.7 
塩原都、飯村博 2011「名碑「向岡記」」東京大学史料の保存に関する委員会編集、東京大学史史料室発行『東京

大学史紀要第 29 号』pp.1-15 
  

 
                                中田植 2012 年 6 月 22 日 
 

 
昨年のワークショップ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

向ヶ岡弥生町 
News Letter 

VOL.2 2012 年 9 月 1 日発行 
発行  原 祐一（東京大学埋蔵文化財調査室） 
印刷  株式会社 芳文社 
連絡先 〒153-8904 
    東京都目黒区駒場 4-6-1 
    東京大学埋蔵文化財調査室 

原携帯 080-5504-9782 
メール y-hara@dolphin.ocn.ne.jp 

茨城県大子町 下野宮近津神社 中田植（御田植祭）の調査  

もば建築文化研究所の中村ふみさんの誘いで、2012 年 6 月 21・22 日、

茨城県大子町の田植祭、中田植の調査に参加し、お客さん対して聞き取

りを担当しました。大子町は水戸藩領内で町内に德川光圀、齊昭の史跡

があり昨年、齊昭の歌碑の調査を行いました。中田植は夏至に下野宮近

津神社で行われ、德川光圀寄進の神饌田に苗を植える習わしで江戸時代

前中期には行われていたとされています。神殿で祝詞奏上、玉串奏奠、

田植歌奉納などの神事、修祓の後、田植歌の唄われるなか早乙女が神田

に苗を植えます。調査は大子町の「木の文化塾」が主催する、文化庁「文

化遺産を活かした観光振興・地域活性化事業」の一環で、祭りの文化財

指定を目指すための事前調査として行われました。 

第 20 回芸工展参加企画 「修復のお仕事展Ⅳ」のお知らせ 

今年も「修復のお仕事展」を開催します。たいとう歴史都市研究会「普

段着の着物展」と同時開催です。東京大学武田先端知ビル方形周溝墓と

富士山宝永火山灰の剥ぎ取り資料の展示、ワークショップを行います。

開催日時：10 月 7 日（日）～10 月 14 日（日） 
11：00～17：00（最終日は 14：00 まで） 

会場：旧平櫛田中邸アトリエ（台東区上野桜木 2-20-3） 
ワークショップ：「水戸藩士立原杏所が描いた忍ヶ岡を巡る」 
東京大学浅野地区～上野～旧平櫛田中邸アトリエ 2 時間程度 

開催日時：10 月 7 日（日）、14 日（日） 10：00 開始 雨天決行 
集合場所：地下鉄千代田線根津駅 千駄木側出口 

向ヶ岡弥生町 News Letter Vol.1 の訂正 
Vol.1 で誤植、間違いがあり青木さんからご指摘い

ただきました。訂正をお願いします。 
 
1 ページ 文章 26 行目 

誠さんの叔父→誠さんの伯父 
1 ページ 文章 33 行目 

農学部在職中→東京大学附属病院事務部在職中 
道子さんは退職後に農学部の非常勤職員をされ

ました。 
1 ページ 文章 34・35 行目 
 （誠さんは）→（道子さんは） 

●「「向向岡岡記記」」碑碑  
● 

22000077 年年ままででのの設設置置場場所所  

江江戸戸時時代代のの建建立立場場所所  

● 


